
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
近
世
中
期
の
本
草
学
者
・
後
藤
梨
春
（
注
１
）
は
、
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
に
生
ま
れ
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
四
月
八
日

に
没
し
た
江
戸
の
人
で
あ
る
。
彼
は
能
州
七
尾
城
主
・
多
田
蔵
人

義
国
五
世
の
子
孫
で
、多
田
義
方
（
注
２
）
の
男
。
名
は
光
生
・
光
寧
、

字
は
梨
春
、
号
は
梧
陰
庵
・
名
張
湖
鏡
・
張
朱
鱗
な
ど
。
田
村
藍

水
に
本
草
学
を
学
び
、
蘭
学
も
修
め
た
。
ま
た
、
江
戸
神
田
佐
久

間
町
に
創
設
さ
れ
た
多
紀
氏
の
私
立
医
学
校
・
躋せ
い

寿じ
ゅ

館か
ん

の
都
講
と

し
て
本
草
学
を
講
じ
た
経
歴
も
持
つ
（
注
３
）。
さ
ら
に
、
梨
春
が
著

し
た
博
物
図
譜
『
随
観
写
真
』（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
自
序
、

写
）に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
の
学
識
は
博
物
学
的
傾
向
も
持
つ
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
学
問
的
な
活
動
以
外
で
は
、『
都
老
子
』（
宝

暦
二
年〈
一
七
五
二
〉刊
）や『
竜
宮
船
』（
同
四
年〈
一
七
五
四
〉刊
）

と
い
っ
た
戯
作
も
執
筆
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
漢
字
平
仮

名
交
じ
り
文
か
つ
挿
絵
つ
き
で
書
か
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
か
つ
て
拙
稿
（
注
４
）
で
梨
春
の
本
草
学
と
老
子
の
思
想
と
の
関

連
性
を
指
摘
し
、
本
草
学
者
の
梨
春
が
老
子
を
踏
ま
え
た
著
作
を

執
筆
し
た
必
然
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、

談
義
本
の
評
判
記
で
あ
る
『
千
石
篩
』（
宝
暦
四
年
〈
一
七
五
四
〉

刊
）
に
お
い
て
、
本
書
が
惣
巻
頭
の
著
作
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
談
義
本
界
に
お
け
る
本
書
へ
の
注
目
度
の

高
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
５
）。

　
さ
ら
に
、
別
の
拙
稿
（
注
６
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藍
水
門
下

の
平
賀
源
内
が
戯
作『
根
南
志
具
佐
』を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、

梨
春
の
『
随
観
写
真
』
に
掲
載
さ
れ
る
カ
ッ
パ
図
を
利
用
す
る
な

ど
、
梨
春
と
源
内
の
本
草
学
を
介
し
た
交
流
も
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。

後
藤
梨
春
編
著
の
出
版
物
と
書
肆
鶴
本

　
　
― 『
温
泉
名
勝
志
』『
草
の
蛍
』『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
を
中
心
に 

― 
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○
『
春
秋
七
草
』（
一
巻
一
冊
）

　
序
末
「
享
保
己
酉
春
分
日
梨
春
書
於
梧
陰
庵
／
印
印
」。

　
刊
記
「�

寛
保
二
壬
戌
正
月
中
旬
／
梨
春
先
生
著
／
梧
陰
雨
編
／
竜

宮
船
／
嗣
出
」。

　
本
書
の
巻
末
に
は
、「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
　
望
雲
堂
」
と
し

て
、
計
十
八
点
の
書
目
を
掲
載
す
る
。

○
『
本
草
綱
目
補
物
品
目
録
』（
二
巻
二
冊
）

　�

序
末
１
「�

大
清
乾
隆
癸
亥
仲
春
望
／
閩
中
三
山
董
寧
宜
一
序
／

印
印
」。

　
序
末
２
「
寛
延
辛
未
年
正
月
　
江
都
望
三
英
」。

　
序
末
３
「�

享
保
戊
申
春
分
日
東
都
原
光
生
書
於
梧
陰
庵
／
印
印

／
滕
守
幹
写
印
印
」。

　
跋
　
末
「�

宝
暦
壬
申
林
鐘
／
信
陽
　
滕
守
幹
／
印
印
／
平
惇
信

書
印
印
」。

　
刊
　
記
「�

宝
暦
二
年
壬
申
三
月
望
／
東
都
桜
田
和
泉
町
／
書
肆

鶴
本
平
蔵
梓
行
印
（
朱
印
陽
刻
「
常
／
春
」）」。

　
本
書
の
巻
上
巻
頭
に
は
、「
梨
春
先
生
編
輯
／
物
品
目
録
／
東

都
　
望
雲
堂
常
春
蔵
板
印
（
朱
印
陰
刻
「
常
春
／
之
印
」）」
と
記

載
さ
れ
た
も
の
（
薄
朱
色
・
刷
・
魁
星
印
あ
り
）
が
綴
じ
合
わ
さ

れ
て
お
り
、
表
面
左
端
の
上
下
二
ヶ
所
に
み
え
る
穴
の
跡
か
ら
、

こ
れ
は
も
と
見
返
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
柱

に
は
「
鶴
本
常
春
」
と
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
文
芸
界
に
お
い
て
梨
春
は
少
な
か
ら

ず
影
響
力
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
執

筆
活
動
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
梨
春
が
編
著
者
と
し
て
携
わ
っ
た
出
版
物

に
つ
い
て
書
肆
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
を
深
め
る
こ
と
で
、
梨
春

の
執
筆
活
動
に
関
す
る
研
究
な
ら
び
に
書
肆
研
究
を
進
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
二
、
現
存
す
る
梨
春
編
著
の
出
版
物

　
ま
ず
梨
春
編
著
の
出
版
物
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
を
確
認
し

て
お
く
。
な
お
、
以
下
に
掲
げ
る
書
誌
情
報
の
依
拠
資
料
に
つ
い

て
は
本
稿
末
尾
に
一
覧
を
付
し
た
。
ま
た
論
旨
に
関
わ
ら
な
い
と

判
断
さ
れ
る
求
版
本
等
は
除
外
し
、
筆
者
未
見
の
資
料
に
つ
い
て

は
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
国
文
学
研
究
資

料
館
）
を
参
考
に
書
誌
情
報
を
記
し
た
。
そ
の
他
、
と
く
に
断
り

の
な
い
限
り
、
以
下
に
記
載
す
る
印
は
刻
印
（
墨
刷
り
）
で
、
論

旨
に
関
わ
る
も
の
だ
け
を
翻
字
し
た
。

○�

『
河
豚
禅
』（
一
冊
）
享
保
十
三
年
、
刊
　
※
筆
者
未
見

　
本
書
は
後
述
す
る
「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
　
望
雲
堂
」
お
よ
び

「
梨
春
先
生
編
輯
書
目
　
梧
陰
庵
」
に
も
そ
の
書
名
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
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見
返
し
「�

梨
春
先
生
著
／
乙
酉
／
試
筆
／
紅
毛
談
／
梧
陰
庵

蔵
」。

　
序
末
１
「�

爾
明
和
乙
酉
之
春
桂
川
甫
三
国
訓
撰
／
印
印
」。

　
序
末
２
「�

明
和
二
年
乙
酉
春
正
月
雞
日
東
都
後
藤
光
生
梨
春
書

于
梧
陰
庵
印
印
」。

　
本
書
の
巻
末
に
は
、「
梨
春
先
生
編
輯
書
目
　
梧
陰
庵
」
と
し

て
、計
十
五
点
の
書
目
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、本
書
の
柱
に
は
「
梧

陰
庵
蔵
」
と
あ
る
。

○
『
震
雷
記
』（
一
巻
一
冊
）

　
序
　
末
「
躋
寿
館
総
理
　
大
洲
田
澄
元
　
参
訂
」。

　
刊
　
記
「�

明
和
丁
亥
春
上
元
日
不
貪
山
人
写
於
銭
神
宮
中
／
東

都
日
本
橋
／
須
原
屋
茂
兵
衛
開
版
」。

　
本
書
の
巻
末
に
は
、「
梨
春
先
生
編
輯
書
目
　
梧
陰
庵
」
と
し

て
、計
十
八
点
の
書
目
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、本
書
の
柱
に
は
「
梧

陰
庵
蔵
」
と
あ
る
。

　
以
上
が
現
存
す
る
梨
春
編
著
の
出
版
物
だ
が
、
こ
れ
ら
を
一
覧

し
て
気
が
つ
く
の
は
、
宝
暦
期
ま
で
を
中
心
に
江
戸
の
書
肆
・
鶴

本
平
蔵
（
常
春
、望
雲
堂
）
が
梨
春
編
著
の
出
版
物
に
多
く
関
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
鶴
本
平
蔵
に
つ
い
て
は
、
本
間
正
幸
に
よ
る
一
連
の
論
考

で
言
及
さ
れ
て
い
る
（
注
７
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鶴
本
平
蔵
は
宝

○
『
都
老
子
』（
四
巻
四
冊
）

　
見
返
し
「
都
／
老
／
子
」。

　
序
　
末
「�

寛
延
四
辛
未
五
月
中
旬
東
都
張
朱
鱗
書
於
□
（
難
読
）松
館

／
印
印
」。

　
刊
　
記
「�
宝
暦
二
年
壬
申
正
月
／
画
工
　
勢
月
堂
　
蘭
渓
印
／
東

都
／
書
肆
　
桜
田
和
泉
町
　
鶴
本
平
蔵
印
（「
常
／

春
」）」。

　
本
書
の
巻
三
巻
末
に
は
、「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
　
望
雲
堂
」

と
し
て
、
計
十
八
点
の
書
目
を
掲
載
す
る
。

○
『
竜
宮
船
』（
四
巻
四
冊
）

　
見
返
し
「
竜
宮
船
／
全
部
／
四
巻
」。

　
序
　
末
「�

宝
暦
癸
酉
孟
春
東
都
張
朱
鱗
書
於
梧
陰
庵
／
印
印
」。

　
刊
　
記
「�

宝
暦
四
甲
戌
年
正
月
吉
辰
／
東
都
　
書
肆
　
鶴
本
平

蔵
」。

○
『
甘
蔗
記
』（
一
冊
）　
宝
暦
十
三
年
、
刊
　
※
筆
者
未
見

　
本
書
は
「
梨
春
先
生
編
輯
書
目
　
梧
陰
庵
」
に
も
そ
の
書
名
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
『
紅
毛
談
』（
二
巻
二
冊
）

　
書
　
袋
「�

梨
春
先
生
著
／
乙
酉
／
試
筆
／
紅
毛
談
／
梧
陰
庵

蔵
」。
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い
こ
と
か
ら
、
既
刊
扱
い
で
あ
る
と
言
え
る
。

  　
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
出
版
物
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
情
報
を
確

認
し
て
み
よ
う
。

①
『
温
泉
名
勝
志
』（
二
巻
二
冊
）

　
見
返
し
「�

梨
春
先
生
撰
述
書
目
　
望
雲
堂
」（
計
十
八
点
の
書

目
を
掲
載
す
る
）（
注
10
）
。

　
序
　
末
「
梧
陰
庵
梨
春
／
印
印
」。

　
上
　
巻
（『
湯
山
土
産
』）
本
文
末
「
源
義
方
印
」。

　
下
　
巻
（『
山
路
の
月
』）
跋
末
「
喜
多
村
寛
慶
記
之
」。

　
刊
　
記
「�

寛
延
四
辛
未
五
月
中
旬
／
桜
田
和
泉
町
鶴
本
平
蔵
板
」。

　
本
書
『
温
泉
名
勝
志
』（
上
下
冊
外
題
・
序
題
）
は
、
上
巻
『
湯

山
土
産
』（
上
巻
内
題
）、
下
巻
『
山
路
の
月
』（
下
巻
内
題
）
の

暦
期
に
盛
ん
に
活
動
し
た
書
肆
で
、
江
戸
俳
壇
に
顔
の
聞
い
た
人

物
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
人
物
像
は
依
然
不
明
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
本
稿
で
後
述
す
る
梨
春
と
の
関
係
、
お
よ
び
稿
を
改

め
て
述
べ
る
予
定
の
『
竜
宮
船
』
を
中
心
と
し
た
類
版
問
題
等
に

関
し
て
は
、
従
来
指
摘
が
な
い
。

　
　
　
三
、
鶴
本
に
よ
る
梨
春
名
義
の
出
版
物

　
既
に
中
野
三
敏
に
よ
る
紹
介
（
注
８
）
も
備
わ
る
が
、『
春
秋
七
草
』

『
都
老
子
』
に
付
載
さ
れ
る
望
雲
堂
の
「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
」、

お
よ
び
『
震
雷
記
』『
紅
毛
談
』
に
付
載
さ
れ
る
梧
陰
庵
の
「
梨

春
先
生
編
輯
書
目
」
に
は
、
梨
春
が
撰
述
・
編
輯
し
た
と
さ
れ
る

種
々
の
書
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
純
然
た
る
梨
春
編
著
の
著
作
物
と
し
て

は
扱
え
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
　
①
『
温
泉
名
勝
志
』

　
　
②
『
燧
石
囊
』

　
　
③
『
芭
蕉
行
状
記
』

　
右
の
三
つ
は
い
ず
れ
も
望
雲
堂
の「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
」（【
図

１
】）
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
書
目
一
覧
の

中
に
は
書
名
の
下
に
「
近
刻
」
や
「
未
刻
」
と
い
う
文
言
の
付
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
右
三
点
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な

【図１】『都老子』付載
「梨春先生撰述書目」（注９）
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て
、
幽
賞
や
ま
ず
、
其
見
き
け
る
所
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
記
し

置
け
る
文
あ
り
。『
湯
山
土
産
』
と
名
づ
け
て
、
稚
子
門
に

候
つ
の
設
け
と
せ
り
。
又
の
年
、
湯
あ
み
せ
し
に
帰
る
さ
に

は
、
鎌
倉
・
金
沢
の
名
勝
を
た
づ
ね
記
し
、『
山
路
の
月
』

と
か
り
に
名
づ
け
て
、
親
し
き
友
ど
ち
の
土
産
と
せ
り
。
し

か
る
に
門
外
の
君
子
の
見
給
ふ
べ
き
文
章
な
ら
ね
ば
、
年
久

し
く
匧
の
中
に
蔵
し
ぬ
。
此
頃
、
望
雲
堂
鶴
本
の
ぬ
し
頻
り

に
世
に
行
は
ん
事
を
乞
ひ
ぬ
。
辞
す
る
に
い
な
み
が
た
く
、

揚
州
に
至
ら
ん
望
に
ま
か
せ
あ
た
へ
侍
り
ぬ
。

　
こ
の
序
文
か
ら
、『
温
泉
名
勝
志
』上
巻
に
あ
た
る『
湯
山
土
産
』

お
よ
び
下
巻
に
あ
た
る
『
山
路
の
月
』
の
著
者
は
、
梨
春
の
父
・

義
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
傍
線
部
に
つ
い
て
、
先
述
の

通
り
『
湯
山
土
産
』
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
吉
田
宇
右
衛

門
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、『
山
路
の
月
』
に
関
し
て
は
そ
の

執
筆
後
に
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
写
本
の
ま
ま
眠
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
鶴
本
平
蔵
か
ら
の
懇
願
が
あ
り
、『
湯

山
土
産
』
と
『
山
路
の
月
』
を
合
わ
せ
て
『
温
泉
名
勝
志
』
と
新

た
に
題
し
、寛
延
四
年（
一
七
五
一
）の
刊
行
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、『
温
泉
名
勝
志
』
は
梨
春
の
父
・
義
方
が
著

し
た
、
既
刊
の
『
湯
山
土
産
』
お
よ
び
未
刊
の
『
山
路
の
月
』
と

い
う
本
来
別
々
の
著
作
を
も
と
に
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の

時
点
で
鶴
本
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
書
物
な
の
で
あ
っ
た（
注
11
）
。

二
部
よ
り
構
成
さ
れ
、
上
巻
と
下
巻
は
別
々
の
著
作
で
あ
る
。
ま

た
、『
温
泉
名
勝
志
』
の
巻
頭
に
は
梨
春
に
よ
る
序
文
が
備
わ
っ

て
お
り
、
上
巻
と
下
巻
を
合
わ
せ
た
状
態
で
書
肆
・
鶴
本
平
蔵
か

ら
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
『
温
泉
名
勝
志
』
上
巻
の
『
湯
山
土
産
』
に
つ

い
て
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
著
作
は
鶴
本
版
よ
り
も
早
い
段
階

で
、
江
戸
の
書
肆
・
吉
田
宇
右
衛
門
よ
り
『
湯
山
土
産
』
単
体
で

既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
吉
田
版
『
湯
山
土
産
』
の
本
文

末
尾
に
は
「
元
禄
壬
申
八
月
二
十
八
日
　
源
義
方
印
」、
刊
記
に

は「
于
時
正
徳
五
年
未乙
仲
秋
下
旬
武
城
吉
田
宇
右
衛
門
版
」と
あ
る
。

加
え
て
、
吉
田
版
と
鶴
本
版
の
版
本
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
両
者

は
同
一
の
版
木
を
使
用
し
、
吉
田
版
の
本
文
末
尾
に
あ
っ
た
年
次

お
よ
び
刊
記
を
後
年
に
出
版
さ
れ
た
鶴
本
版
で
は
削
除
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
吉
田
版
『
湯
山
土
産
』
が

初
版
本
、
鶴
本
版
『
温
泉
名
勝
志
』
上
巻
が
吉
田
版
の
修
訂
求
版

本
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
次
に
『
温
泉
名
勝
志
』
下
巻
の
『
山
路
の
月
』
だ
が
、
本
書
の

成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
鶴
本
平
蔵

よ
り
出
版
さ
れ
た
『
温
泉
名
勝
志
』
掲
載
の
梨
春
に
よ
る
序
文
が

手
が
か
り
と
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

　
　�

家
君
（
＝
梨
春
の
父
・
義
方
）
栖
鸞
過
し
年
、
相
州
へ
湯
あ

み
せ
し
頃
、
名
区
勝
境
を
尋
て
、
山
水
の
う
る
は
し
き
に
心

を
あ
そ
ば
し
め
、
風
土
の
目
で
た
き
に
目
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
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ち
、
鶴
本
版
で
は
吉
田
版
の
序
末
の
年
次
お
よ
び
序
者
名
、
跋
末

の
年
次
、
そ
し
て
刊
記
の
す
べ
て
を
そ
れ
ぞ
れ
削
除
し
、
右
の
よ

う
に
修
訂
し
た
の
で
あ
る
（
注
14
）
。
よ
っ
て
、
吉
田
版
が
初
版
本
、

鶴
本
版
が
吉
田
版
の
修
訂
求
版
本
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
吉

田
版
と
鶴
本
版
は
、と
も
に
五
巻
一
冊
・
墨
付
三
十
九
丁
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
出
版
年
次
・
墨
付
丁
数
・
作
者
・
冊
数
・
板

元
の
一
致
も
し
く
は
類
似
よ
り
、
鶴
本
版
『
草
の
蛍
』
が
「
割
印

帳
」
の
『
火
う
ち
袋
』（『
燧
石
囊
』）
に
該
当
す
る
と
判
断
で
き

よ
う
（
注
15
）
。
こ
の
よ
う
に
、
①
と
同
様
、
②
で
も
鶴
本
平
蔵
は
梨

春
の
父
・
義
方
の
著
作
を
梨
春
名
義
で
出
版
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
『
芭
蕉
行
状
記
』（
一
巻
一
冊
）

　
序
末
１
「�

后
臥
看
識
印
（「
□
（
梧
力
）／
陰
」）
印
（「
梨
／
春
」）」。

　
序
末
２
「
硯
田
舎
紀
逸
述
／
印
印
」。

　
刊
　
記
「�

寛
延
四
辛
未
九
月
／
東
都
／
桜
田
和
泉
町
／
鶴
本
平
蔵

梓
印
（
朱
印
陰
刻
「
常
春
／
之
印
」）」。

　
本
書
の
編
著
者
は
、
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
・
路
通
で
あ
る
。『
俳

文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
と
、
本
書

は
ま
ず
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
京
都
の
書
肆
・
井
筒
屋
庄
兵

衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
（
注
16
）
。

　
そ
し
て
、
右
に
示
し
た
鶴
本
版
で
は
、「
芭
蕉
翁
行
状
記
」（
外

題
・
序
題
）、「
行
状
記
」（
内
題
）
と
あ
り
、
望
雲
堂
の
「
梨
春

先
生
撰
述
書
目
」
に
載
る
「
芭
蕉
行
状
記
」
と
い
う
書
名
そ
の
も

②
『
燧
石
囊
』（
五
巻
一
冊
）

　
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
、『
燧
石
囊
』
と
い
う
書
名
を
も
ち
、

梨
春
や
そ
の
周
辺
人
物
が
関
与
し
た
現
存
す
る
出
版
物
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
江
戸
の
本
屋
仲
間
に
よ
る
自
己
検
閲
記

録
「
割
印
帳
」
を
確
認
す
る
と
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
十
二

月
に
検
閲
を
受
け
た
記
載
欄
に
、「
同
（
＝
寛
延
）
四
未
五
月
／

火
う
ち
袋
／
墨
付
三
十
九
丁
／
作
者
／
梨
春
　
全
一
冊
／
板
元
　

鶴
本
平
兵
衛
／
売
出
し
　
同
人
」
と
あ
る
。
こ
の
『
火
う
ち
袋
』

と
『
燧
石
囊
』
は
実
質
的
に
は
同
一
書
物
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
鶴

本
平
兵
衛
は
鶴
本
平
蔵
と
同
一
人
物
か
そ
の
親
類
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
「
割
印
帳
」
の
記
載
を
踏
ま
え
、改
め
て
『
燧
石
囊
』（『
火

う
ち
袋
』）
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
多

田
義
方
が
執
筆
し
た
『
草
の
蛍
』
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
判
明
し

た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
『
草
の
蛍
』
の
出
版
事
情
を
記
す
。

　
ま
ず
本
書
は
江
戸
の
書
肆
・
吉
田
宇
右
衛
門
よ
り
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
吉
田
版
の
序
末
に
は
「
正
徳
五
の
と
し
乙
未
の
初
秋
喜
多

村
寛
慶
書
之
」（
注
12
）
、
跋
末
に
は
「
正
徳
五
年
乙
未
仲
秋
　
多
田

義
方
印
」（
注
13
）
、
刊
記
に
は
「
武
江
　
彫
工
　
吉
田
宇
右
衛
門
」

と
あ
る
。

　
そ
の
後
、
本
書
は
吉
田
版
と
同
一
版
木
を
用
い
て
、
鶴
本
平
蔵

よ
り
改
め
て
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
鶴
本
版
の
序
末
に
は
「
梧

陰
庵
梨
春
書
」、
跋
末
に
は
「
多
田
義
方
印
」、
刊
記
に
は
「
寛
延

四
辛
未
五
月
中
旬
／
桜
田
和
泉
町
鶴
本
平
蔵
板
」
と
あ
る
。
す
な
わ
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後藤梨春編著の出版物と書肆鶴本　―『温泉名勝志』『草の蛍』『芭蕉翁行状記』を中心に―

（
一
七
五
一
）
十
二
月
に
検
閲
を
受
け
た
記
載
欄
に
、
①
「
温
泉

名
勝
志
／
墨
付
八
十
九
丁
／
作
者
／
元
（
マ
マ
）梨
春
　
全
二
冊
／
板
元
　

　
鶴
本
平
兵
衛
／
売
出
し
　
同
人
」、
②
「
同
（
＝
寛
延
）
四
未

五
月
／
火
う
ち
袋
／
墨
付
三
十
九
丁
／
作
者
／
梨
春
　
全
一
冊
／

板
元
　
鶴
本
平
兵
衛
／
売
出
し
　
同
人
」
と
あ
り
、
ま
た
寛
延
四

年
（
一
七
五
一
）
九
月
に
検
閲
を
受
け
た
記
載
欄
に
は
、
③
「
同

（
＝
寛
延
四
年
）
九
月
／
芭
蕉
行
状
記
／
墨
付
二
十
六
丁
／
義
仲

寺
考
三
　
全
一
冊
／
板
元
売
出
し
　
鶴
本
平
蔵
」
と
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
①
～
③
は
い
ず
れ
も
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）

の
時
点
で
既
に
鶴
本
平
蔵
も
し
く
は
そ
の
縁
者
に
版
権
が
移
っ
て

お
り
、
の
ち
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
重
版
に
は
該
当
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、「
割
印
帳
」で
は
③
の
作
者
は「
義
仲
寺
考
三
」と
な
っ

て
い
る
が
、
望
雲
堂
の
「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
」
に
本
書
名
も
掲

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
、
鶴
本
の
認
識
で
は
①
や

②
と
同
じ
よ
う
に
、
③
も
ま
た
梨
春
の
著
作
物
と
し
て
売
り
出
そ

う
と
し
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
①
～
③
に
つ
い
て
、
梨
春

当
人
の
認
識
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
書
肆
鶴
本
は
寛
延
四
年

（
一
七
五
一
）
に
出
版
を
企
て
た
際
に
、
梨
春
の
名
義
を
利
用
し

て
こ
れ
ら
を
売
り
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
は
、
宝
暦
当
時
に
あ
っ
て
は
、
後
藤
梨
春
と
い
う
人
物
が

あ
る
程
度
の
知
名
度
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で

あ
っ
た
。

の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、『
芭
蕉
行
状
記
』
と
『
芭
蕉
翁

行
状
記
』
は
実
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
井
筒
屋
版
と
鶴
本
版
は
刊
行
年
次
の
先
後
関
係
よ
り
、
井
筒
屋

版
が
初
版
本
、
鶴
本
版
が
井
筒
屋
版
の
求
版
本
も
し
く
は
再
版
本

と
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
鶴
本
版
に
つ
い
て
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
は
「
寛
延
四

年
（
一
七
五
一
）
の
後
刷
本
が
あ
る
」
と
し
、
注
７
所
掲
の
本
間

論
考
で
は
「
再
版
本
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
本
間
は
、
再
版
に
際

し
て
は
初
版
本
に
編
集
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
編
集
が
誰
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い

と
も
述
べ
て
い
る
（
注
17
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
指

摘
す
る
予
定
だ
が
、
結
論
の
み
を
先
に
示
せ
ば
、
書
肆
鶴
本
の
要

請
に
よ
っ
て
編
集
が
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
望
雲
堂
の
「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
」
に
掲
載
さ
れ
る
①

『
温
泉
名
勝
志
』、
②
『
燧
石
囊
』、
③
『
芭
蕉
行
状
記
』
の
三
点

は
、
も
と
も
と
梨
春
と
は
別
の
人
物
に
よ
る
著
作
物
で
あ
り
、
①

と
②
は
梨
春
の
父
で
あ
る
多
田
義
方
の
著
作
、
③
は
路
通
の
著
作

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
①
の
上
巻
に
あ
た
る
『
湯
山
土
産
』、
お

よ
び
②
や
③
に
つ
い
て
は
、
鶴
本
以
外
の
書
肆
か
ら
既
に
刊
行
さ

れ
て
い
た
も
の
を
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の
時
点
で
鶴
本
が
改

め
て
出
版
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
再
び
「
割
印
帳
」
を
確
認
す
る
と
、
宝
暦
元
年
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書
人
名
辞
典
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、一
九
九
五
年
）「
後
藤
梨
春
」

項
、
磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』［
総
合
年
表
編
］（
平

凡
社
、
二
〇
一
二
年
）・
明
和
八
年
四
月
八
日
条
、
三
二
八
頁
ほ
か

参
照
。
と
く
に
梨
春
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
元
禄
九
年
説
（『
明
治

前
日
本
生
物
学
史
』）、
同
十
年
説
（『
国
書
人
名
辞
典
』）、
同
十
五

年
説（
中
野
、磯
野
）と
い
く
つ
か
あ
る
が
、本
稿
で
は
原
念
斎
の「
史

氏
備
考
」
巻
二
十
六
に
載
る
と
い
う
「
後
藤
梨
春
墓
記
」
に
基
づ

く
元
禄
十
五
年
説
を
と
る
。
な
お
、
ほ
か
二
説
の
根
拠
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
梨
春
の
墓
は
江
戸
芝
愛
宕
下
青
松
寺
に
あ
る
と
い
う

が
、
現
存
不
明
。

（
２
）�　
多
田
義
方
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
三
月
二
十
日
あ
ま
り
か

ら
江
戸
よ
り
難
波
に
向
か
っ
て
旅
を
す
る
が
、
そ
の
時
の
紀
行
文

を
『
草
の
蛍
』（
第
三
節
で
後
述
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の

道
中
に
お
い
て
、
義
方
は
現
兵
庫
県
の
多
田
神
社
に
立
ち
寄
り
、

そ
こ
に
祀
ら
れ
る
源
満
仲
の
七
百
回
忌（
元
禄
九
年〈
一
六
九
六
〉）

に
つ
い
て
も
書
き
記
し
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
　
）�　「（
上
略
）
を
そ
れ
お
ほ
く
も
某
（
＝
義
方
）
と
を
つ
お
や
、
此

所
（
＝
多
田
の
庄
）
よ
り
出
、
其
む
ま
ご
、
管
領
な
り
し
畠
山
氏

に
し
た
が
ひ
、
能
登
に
く
だ
り
、
七
尾
と
い
へ
る
城
を
ま
も
り
け

る
に
、
讎ア
ダ

有
て
、
五
代
の
と
を
つ
お
や
の
は
ら
か
ら
五
人
、
国
の

た
め
に
命
を
お
と
し
ぬ
。
一
人
た
ま
〳
〵
い
き
残
り
、
沈
落
の
あ

ま
り
他
（
ヒ
）トの
氏
を
名
乗
来コ

し
か
ど
、
そ
れ
が
し
今
と
し
よ
り
本
姓
に

か
へ
る
時
し
も
御ミ

社
に
ま
ふ
で
、
あ
り
が
た
く
も
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
、

　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
宝
暦
期
ま
で
を
中
心
に
江
戸
の
書
肆
鶴
本
が
梨
春

編
著
の
出
版
物
に
多
く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
端
緒
と
し
て
、
梨

春
と
書
肆
鶴
本
の
関
係
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
際
に
は
梨

春
以
外
の
人
物
が
執
筆
し
て
い
た
①
『
温
泉
名
勝
志
』（
多
田
義

方
『
湯
山
土
産
』『
山
路
の
月
』）、②
『
燧
石
囊
』（
多
田
義
方
『
草

の
蛍
』）、
③
『
芭
蕉
行
状
記
』（
路
通
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』）
に
対

し
て
、
鶴
本
は
梨
春
の
名
義
を
利
用
し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
出
版
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
名
義
利
用
の
実
態
は
、
宝
暦
当
時
に
お
け
る
梨
春
の

知
名
度
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
と
同
時
に
、
鶴
本
が
出
版
に
携
わ
っ

た
梨
春
編
著
の
出
版
物
の
背
後
に
は
、
鶴
本
に
よ
る
何
ら
か
の
意

向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

注（
１
）�　
以
下
、
梨
春
に
関
す
る
伝
記
事
項
は
、
日
本
学
士
院
日
本
科
学

史
刊
行
会
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
（
新
訂
版
、
野

間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
、
一
九
八
〇
年
。
初
出
一
九
六
〇
年
）、

二
八
二
～
二
八
五
頁
、
中
野
三
敏
「
静
観
坊
ま
で
―
談
義
本
研
究

（
五
）
―
」（
中
野
三
敏
『
戯
作
研
究
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
一
年
。
初
出
一
九
七
三
年
）、
二
一
八
～
二
二
三
頁
、『
国
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（
７
）�　
本
間
正
幸
「『
別
座
鋪
』
版
本
考
―
再
版
本
の
位
置
付
け
を
中
心

に
―
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
九
十
二
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）、

同
「
再
版
本
の
《
キ
ズ
》
跡
―
『
別
座
鋪
』
版
元
不
明
本
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
成
城
国
文
学
』
第
十
四
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
同

「『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
の
諸
本
と
問
題
点
」（『
文
叢
』
第
三
十
七
号
、

二
〇
〇
三
年
三
月
）、
同
「
橘
屋
本
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
に
お
け
る

刊
記
の
問
題
―「
蕉
門
書
林
」型
刊
記
の
上
限
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
連

歌
俳
諧
研
究
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
な
ど
。

（
８
）�　
注
１
中
野
三
敏
「
静
観
坊
ま
で
―
談
義
本
研
究
（
五
）
―
」。

（
９
）�　『
春
秋
七
草
』と『
都
老
子
』そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
る
望
雲
堂
の「
梨

春
先
生
撰
述
書
目
」
は
同
一
版
木
を
使
用
し
て
い
る
。

（
10
）�　『
温
泉
名
勝
志
』
付
載
の
「
梨
春
先
生
撰
述
書
目
」
は
【
図
１
】

と
同
じ
版
木
を
使
用
し
て
い
る
が
、
末
尾
に
記
さ
れ
る
『
芭
蕉
行

状
記
』
の
部
分
の
み
仕
様
が
異
な
っ
て
お
り
、
文
字
の
大
き
さ
も

不
自
然
で
あ
る
た
め
、
入
木
か
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）�　「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
杏
雨
書

屋
乾
々
斎
文
庫
に
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊
の
『
山
路
の
月
』

が
一
点
現
存
し
て
お
り
、
著
者
を
喜
多
村
寛
慶
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
当
該
書
（
請
求
記
号
：
乾6069

）
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
本
書
は
鶴
本
版
『
温
泉
名
勝
志
』
下
巻
の
『
山
路
の
月
』

が
単
体
で
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
ま
た
、『
山
路
の
月
』

の
喜
多
村
寛
慶
に
よ
る
跋
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
以
下
、

全
文
引
用
）。

も
う
し
ご
と
し
て
、か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
れ
ぬ
。（
下
略
）」（
吉

田
版
『
草
の
蛍
』「
浦
の
波
」）

　
　
）�　
傍
線
部
の
記
述
か
ら
、
義
方
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
時

点
で
本
姓
の
多
田
に
改
め
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は

義
方
の
息
子
で
あ
る
梨
春
が
後
藤
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
お
そ
ら
く
義
方
も
後
藤
姓
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）�　
梨
春
が
躋
寿
館
都
講
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
の

研
究
書
で
は
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
国

立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
草
木
鳥
獣
之
図
』（
請
求
記
号
：

特1-935

）
の
巻
末
識
語
に
「
明
和
二
乙
酉
十
一
月
冬
至
／
躋
寿

館
都
講
後
藤
光
生
寄
附
／
印
（
鼎
型
朱
印
「
梨
／
花
／
春
」）」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
梨
春
自
筆
本
で
、
か
つ
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
十
一
月
時
点
に
お
い
て
既
に
躋
寿
館
都
講
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
磯
野
直
秀
に
よ
る
本
書
の

解
題
が
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
閲

覧
で
き
る
。

（
４
）�　
拙
稿
「
後
藤
梨
春
『
都
老
子
』
論
―
本
草
学
と
「
老
子
」
と
の

連
繋
―
」（『
雅
俗
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
）。
の
ち
、
博

士
論
文
「
近
世
中
期
の
思
想
と
文
学
―
天
文
暦
学
・
本
草
学
と
の

関
わ
り
か
ら
―
」（
九
州
大
学
、二
〇
二
〇
年
）に
お
い
て
一
部
修
正
。

（
５
）�　『
竜
宮
船
』
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
６
）�　
拙
稿「
平
賀
源
内『
根
南
志
具
佐
』の
カ
ッ
パ
図
」（『
近
世
文
藝
』

第
一
一
二
号
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）。
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に
し
る
せ
る
な
る
べ
し
。
し
か
る
を
、
と
し
経
て
、
蠧シ
ミ

の
す
み
か

の
む
か
し
文
と
な
さ
ん
は
お
し
げ
な
る
物
に
し
つ
ゝ
、
あ
ら
た
に

書
あ
ら
た
め
ん
事
を
し
め
さ
る
。
余
が
つ
た
な
さ
を
も
て
、
強
ア
ナ
ガ
チに

い
な
び
て
ん
は
、
労
を
い
と
ふ
に
似
た
れ
ば
、
五
ひ
ら
三
ひ
ら
と

筆
を
し
た
て
ゝ
、
か
い
つ
も
り
、
そ
こ
ば
く
の
紙
を
汚ケ
ガ

し
ぬ
。
そ

れ
が
中
に
し
も
、
此
五
し
な
を
わ
か
ち
い
で
ゝ
一
帖
と
な
し
、
よ

り
所
あ
ら
む
外
題
を
需モ
ト
メら
る
。
と
て
も
ゆ
る
さ
る
ま
じ
う
、
ふ
か

く
お
も
ひ
、
あ
ま
ね
く
う
が
て
る
は
、
作
者
の
ほ
ゐ
と
せ
ざ
る
所

に
し
て
、
我
い
と
か
た
は
な
れ
ば
、
何
と
な
く
恵
慶
法
師
が
「
水

茎
の
跡
ふ
み
な
ら
す
」
と
読
る
、
こ
と
の
葉
に
す
が
り
て
、
名
に

よ
は
ま
ほ
し
き
を
、
こ
と
た
が
ひ
、
こ
と
は
り
そ
む
く
べ
く
は
、

い
か
ゞ
は
せ
ん
は
。
／
正
徳
五
の
と
し
乙
未
の
初
秋
喜
多
村
寛
慶

書
之
」。

　
　
）�　
こ
の
喜
多
村
寛
慶
に
よ
る
序
文
の
う
ち
、
傍
線
部
は
前
述
し
た

『
温
泉
名
勝
志
』
の
梨
春
に
よ
る
序
文
の
一
部
（『
湯
山
土
産
』
に

関
す
る
説
明
部
分
）
へ
と
編
集
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）�　
吉
田
版
『
草
の
蛍
』
の
多
田
義
方
に
よ
る
跋
文
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
（
以
下
、
全
文
引
用
）。

　
　
）�　「
見
而
書
之
、
聞
而
記
之
。
里
々
村
々
残
火
残
月
、
腹
稿
乎
、
随

筆
乎
、
俟
其
人
耳
。
／
正
徳
五
年
乙
未
仲
秋
　
多
田
義
方
印
」。

（
14
）�　
そ
の
他
、
吉
田
版
序
文
冒
頭
の
「
多
田
氏
義
方
の
ぬ
し
」（
注
12

参
照
）を
鶴
本
版
で
は「
予
同
氏
義
方
の
ぬ
し
」と
修
訂
し
て
い
る
。

こ
れ
は
序
者
名
を
喜
多
村
寛
慶
か
ら
後
藤
梨
春
に
変
え
た
こ
と
に

　
　
）�　「
此
一
冊
は
、さ
き
の
と
し
ゆ
あ
み
ん
と
て
、彼
さ
か
ひ
に
入
て
、

山
ふ
と
こ
ろ
を
さ
が
し
、
水
の
く
ま
〴
〵
と
め
あ
り
き
し
青
山
、

夢
に
入
の
忘
れ
が
た
き
を
、
ま
た
の
秋
、
幸
に
萱
堂
の
お
ぼ
し
立

給
ふ
め
る
け
し
き
を
た
す
け
、
い
も
う
と
だ
つ
人
と
と
も
に
し
た

が
ひ
ゆ
か
れ
し
時
を
感
じ
、
興
を
発
す
に
詞
花
を
か
ざ
ら
ず
、
言

葉
を
も
と
ゝ
せ
ず
し
て
、
里
民
の
物
が
た
り
ま
で
載
せ
る
。
是
作

者
の
心
ざ
し
を
た
つ
る
所
に
し
て
、
も
は
ら
孝
養
を
つ
と
め
、
慈

弟
を
よ
く
し
、
生
理
を
は
ぐ
ゝ
め
る
日
用
常
行
、
ま
こ
と
に
そ
な

は
り
、
を
よ
そ
の
人
を
し
て
病
な
か
る
べ
き
を
や
、
か
つ
文
章
に

を
け
る
、
其
中
を
閎

オ
ヽ
イに
し
て
、
其
外
を
肆
ホ
シ
イ
マ
ヽに
せ
る
の
い
ひ
な
ら
ん

か
し
。
／
喜
多
村
寛
慶
記
之
」。

　
　
）�　
傍
線
部
の
表
現
は
『
山
路
の
月
』
の
著
者
自
身
で
は
な
い
、
別

の
人
物
の
視
点
か
ら
跋
文
が
記
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
点
か
ら
も
『
山
路
の
月
』
の
跋
文
を
書
い
た
喜
多
村
寛
慶
が
『
山

路
の
月
』
の
著
者
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
）�　
な
お
、
杏
雨
書
屋
に
は
『
温
泉
名
勝
志
』
上
巻
の
『
湯
山
土
産
』

（
請
求
記
号
：
乾5986

）
も
単
体
で
存
し
て
い
る
。

（
12
）�　
吉
田
版
『
草
の
蛍
』
の
喜
多
村
寛
慶
に
よ
る
序
文
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
（
以
下
、
全
文
引
用
）。

　
　
）�　「
多
田
氏
義
方
の
ぬ
し
、
函ハ
コ

の
底
に
ひ
め
を
け
る
草
稿
あ
り
。
そ

の
か
み
、
宮
古
方
に
さ
ま
よ
ひ
、
名
区
勝
境
を
尋
て
、
山
林
の
う

る
は
し
き
に
こ
ゝ
ろ
を
あ
そ
ば
し
め
、
風
土
の
め
で
た
き
に
目
を

よ
ろ
こ
ば
し
め
て
、
幽
賞
や
ま
ず
、
其
見
き
け
る
所
を
あ
り
の
ま
ゝ
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図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：149-39

）。

●�

『
温
泉
名
勝
志
』　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：166-47

）。

●�

「
割
印
帳
」　『
江
戸
本
屋
出
版
記
録
』
上
巻
（
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ

10
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

書
誌
情
報
依
拠
資
料

●�

『
河
豚
禅
』　
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
（「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
）。

　http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG
_W
_3885754

●
『
春
秋
七
草
』　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
特1-2026

）。

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
閲
覧
。

　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2541261

●�

『
本
草
綱
目
補
物
品
目
録
』　
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
札
幌
農
学
校
文

庫
蔵
本（
請
求
記
号
：508/G

O

）。「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
よ
り
閲
覧
。

　http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG
_B_100259344

●�

『
都
老
子
』　
九
州
大
学
附
属
図
書
館
読
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
（
請
求

記
号
：
読
本
Ⅲ/

宝
暦
２/

ナ-1-1~4

）。

　http://hdl.handle.net/2324/1000153927
●�
『
竜
宮
船
』　
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
：

228-13-8

）。「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
閲
覧
。

　http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG
_B_100080518

●�

『
甘
蔗
記
』　
山
中
進
治
旧
蔵
山
中
文
庫
蔵
本
（「
日
本
古
典
籍
総
合
目

伴
う
修
正
で
あ
ろ
う
。

（
15
）�　
底
本
と
し
て
使
用
し
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
鶴
本
版
『
草

の
蛍
』に
つ
い
て
、そ
の
書
誌
情
報
を「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」

よ
り
確
認
す
る
と
、
本
書
の
別
書
名
を
『
火
打
袋
』
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、原
本
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、本
書
内
に
『
火
打
袋
』
と
い
っ

た
書
名
の
記
載
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
佐
村
八
郎
『
国

書
解
題
』（
増
訂
版
、
吉
川
半
七
ほ
か
、
一
九
〇
四
年
）
や
「
日
本

古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
も
『
草
の
蛍
』
の
別
書
名

を
『
火
打
袋
』
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
16
）�　『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）「
芭
蕉
翁
行
状

記
」
項
（
阿
部
正
美
執
筆
）
を
参
照
。
筆
者
は
原
本
未
見
。

（
17
）�　
注
７
の
う
ち
、
と
く
に
本
間
正
幸
「『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
の
諸
本

と
問
題
点
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

　
本
稿
で
の
引
用
は
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
清
濁
や
句
読
点
、
ル
ビ
や

表
記
な
ど
を
私
に
改
め
、
傍
線
等
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
と
く
に

断
り
の
な
い
限
り
、
古
典
籍
か
ら
の
引
用
に
お
け
る
括
弧
内
の
記
述
は
筆

者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

●�

『
草
の
蛍
』　〔
吉
田
版
〕
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
請

求
記
号
：4-11251-1

）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（『
東
北
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
［
第
４
門
　
語
学
・
文
学
］』、
丸

善
、M

F

番
号
：D

H
A0020300

）
よ
り
閲
覧
。〔
鶴
本
版
〕
国
立
国
会
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に
お
け
る
鶴
本
平
蔵
の
朱
印
陰
刻
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

本
（
請
求
記
号
：
京
乙-283

）
よ
り
確
認
し
た
。

付
記

　
本
稿
は
、
博
士
論
文
「
近
世
中
期
の
思
想
と
文
学
―
天
文
暦
学
・
本
草

学
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（
九
州
大
学
、
二
〇
二
〇
年
）
の
一
部
お
よ
び

二
〇
二
一
年
度
お
の
み
ち
文
学
三
昧
（
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
口
頭

発
表
の
一
部
に
基
づ
き
、
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
お
よ

び
発
表
後
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、

資
料
の
閲
覧
・
利
用
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
機
関
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　
な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費
　JP21K12918

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

―
よ
し
だ
・
つ
か
さ
　
日
本
文
学
科
講
師
―

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
）。

　http://dbrec.nijl.ac.jp/KTG
_W
_2262319

●�
『
紅
毛
談
』　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
文
庫08 

C0200
）。「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
早
稲
田
大
学
）よ
り
閲
覧
。

　�http://w
w
w.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko08/

bunko08_c0200/index.htm
l

●�

『
震
雷
記
』　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
特1-3436

）。「
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
閲
覧
。

　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2537097

●
『
温
泉
名
勝
志
』　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：166-47

）。

●�

『
湯
山
土
産
』　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
（
請
求
記
号
：177-

0992

）。「
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
よ
り
閲
覧
。

　https://w
w
w.digital.archives.go.jp/im

g/1213435

●�

『
草
の
蛍
』（『
火
燧
囊
』）　〔
吉
田
版
〕
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫
蔵
本
（
請
求
記
号
：4-11251-1

）。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（『
東
北
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
［
第
４
門
　
語
学
・

文
学
］』、
丸
善
、M

F

番
号
：DH

A0020300

）
よ
り
閲
覧
。〔
鶴
本
版
〕

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：149-39

）。

●�

『
芭
蕉
翁
行
状
記
』（『
芭
蕉
行
状
記
』）　〔
井
筒
屋
版
〕『
俳
文
学
大
辞

典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）「
芭
蕉
翁
行
状
記
」
項
（
阿
部
正
美

執
筆
）
を
参
照
。〔
鶴
本
版
〕
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
紙
焼
資
料
（
請

求
記
号
：D

9279

。
底
本
所
蔵
者
は
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
）
よ

り
閲
覧
。
な
お
、
同
資
料
館
の
紙
焼
資
料
は
白
黒
印
刷
の
た
め
、
刊
記


